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地域の地形に対応した地震防災マップの作成
(その 4)地域危険度マップの作成

地域危険度マップ 被害関数 50mメッシュ

微地形区分 地盤増幅率 神奈川県

1.はじめに

地域防災力の向上には､住民が地域の地震災害に対す

る危険性を正 しく理解 ･認旅することが必要である｡住

民に理解 されやすい情報 としては､具体的な地域やシナ

リオに基づいた評価を視覚的に表現することが重要であ

る｡著者 らは､昨年度までに神奈川県を対象 として 50m

メッシュによる微地形区分図 と地盤増幅率図を作成 し､

ホームページにて ｢神奈川県版揺れ易 さマップ｣ として

公開を行った｡本報では､神奈川県全域において建物デ

ータを整備 し､神奈川県に影響を及ぼす と考えられる地

震が発生 した場合の建物被害率を算出し､地域危険度マ

ップの作成を行った｡

2.地域危険度マップの作成

(1)建物の構造別 ･建築年代別データの作成

地域危険度マ ップの作成にあたって､建物の構造種別

や建築年代別の分布状況を把握することが重要となる｡

ここでは､神奈川県県土整備部による平成 12年度基礎調

査 ･建物現況の 1棟単位のデータを用いて､建物の構造

種別 ･建築年代別棟数を50mメッシュ単位で整備 した｡

構造種別に関 しては､木造 ･RC 造(sRC 造含む)･S

造 ･軽量 S造 ･その他 ･不明の 6種類､建築年代に関し

ては､1971年以前 ･1972年～1981年 ･1982年以降の 3

期間に分けてそれぞれ集計を行った｡結果の一例 として

50m メッシュの木造建物の棟数分布を図 1に､非木造建

物の棟数分布を図2に示す(全建築年代の総数)0
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(2)地震動の予測

神奈川県に影響を及ぼすと考えられる 10地震を想定地

震 として設定 した｡各想定地震による工学的基盤の最大

速度を司 ･翠川(1999)による距離減衰式で求め､その 3で

設定 した表層地盤増幅率を乗 じることにより地表での最

大速度を算定 した｡地表での震度は､童ほか(1996)による

最大速度 と計測震度の経軟式を用いて換算 し､震度分布

図を作成 した｡各地簾による震度分布図を図3に示す｡

図 3から神奈川県では関東地裏が支配的であり､他の

地震の最大震度を概ね包含 しているこがわかる｡

(3)地域危険度マップの作成

建物全壊棟数は､地表の最大速度 と建物棟数か ら村

尾 ･山崎(2000)の被害関数を用いて 50mメッシュで計算 し

た｡地域危険度マ ップ作成においては､50m メッシュで

計算 した建物全壊棟数を 250m メッシュで集計 して建物全

壊棟数率を算出し､建物全壊棟数率を基に 7段階の建物

被害危険度ランクを設定 した｡地域危険度マ ップの一例

として､関東地震の結果を図4に示す｡図 4から､太平

洋沿岸付近 と河川沿いの平野部を中心に､建物危険度 7

(全壊率 30%以上)の地域が広がっている｡

3.まとめ

地域防災力の向上のために､50m メッシュの地盤デー

タと､1棟単位のデータを元に作成 した建物データを用い

て地域危険度マ ップを作成 した0本報では､神奈川県全

域で作成 した危険度マップを一例 として挙げているが､

図2 被木造建物の棟数分布(50mメッシュ)
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より住民の理解が しやすい各市町村単位での危険度マ ッ

プも試作 している｡試作 した地域危険度マ ップは､神奈

川大学荏本研究室が運営する防災フロンティアのホーム

ページにて公開する予定であ り､住民が地震時の危険度

を把握するための有益な情報になると考える｡
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図4 関東地震を想定した場合の危険度マップ
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図3 各想定地震による震度分布
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